
2 〇ホ 、ソト:・木付苗造林試験

1就裁担当者

造林城ー研究室:

2試執目的

ボノト斜:对1宰牛苗を喔成しこれを估柩地に曲 切.,’、ことに!:り,活若を碗尽!rし,诳 堪问 

の延長により％用の％カ配分を容易に».,拧^造林用澜或の埠灸をまって吿力造林技術の一源と 

して浏ノゝれられるよう技知面からの検討在する。

3 前年度までの経過とえられた結杲

〔沼和41年既より実徳の項目炒え缶略)

4 41年度の試黙計面

このオ樊は,•当研究宅のけてた計曲二ノよづき,’術林M菖・が実施 < ,か果っとりまとめ吐共冋I.

て行なうこととし•ている。

⑴臼苗試験

スギ 乓京局沼津磐三明寺:苗翊7 Qn。個

ヒノキI可 2 0 0 〇圖

アカマツ旌橋岛沼田霧糸立隔均 2 2 5 0個

カラマツ间 4 5 0 0 個

橘!Kitt生長址調充

⑵歎林試験

ス ギ沼迎署弗な山岡有林

ヒノキ同

カラマツ昭nr岩寺城山可肯林

2 b 0 0 .

2 0 0 0 >f-

11りD奉

沼津ではむ送決としてコンテナー:t、よび背負器貝のテスト,何付作業仕組衣•よび梢栽広の牛 

艮課逐。沼田では•強肥区纭威帜区,并通団跋(Xの生長を較

5 41年顏の試快経過と結果

ョ小・沼由両洋林若の他,硬会を得て現地部缶・試・指咨全したのは,帝!?而帯広•本別％

龍不ゆ小林•都城•菊地おなどであった。この外準禳屛むつあ 大源局福巾岩,旭川局などでも
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•响LているカLの接現地でメ!奔することはて志なかづ 
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6 こんごの問題点

⑴育苗法苗爲および布杪生長が普通まきつけ苗K比べやや劣る。三阻号含有率はそれ純の,坚 

はなく尚題はない,したがって,生長Hの劣るのは土威夫兮管理にあろと思われ如沼,'K •沼 

R • 4咻・於夜各苗畑ともゴムホースなどによろ手微水であり,自,吸水-ug 一方留広君で切 

フィF・ブトでEろかスプリンクラトよる』お.做心こ上って米’ホ价理をLて云、\)生長はそれ若・劣っ 

ていない(トドマツ)」したカ:って,こんごは自化撤火些置を,没况してな苗しなくてはならな 

いと但われる。砲肥は従来どお、リの辨•をえ,弟肥に分施十ることで•卜分・のようである。席種话 

は適正播種粒数萌荻を咬苟教学上箕出で4るのでI別図)こ•れ5づき決定すればXいと恩う。

(2)遣林法 進林地に氐けるブラスチ・,クづノトの破六戒は,冒ットの訪判,りさにより興な 

るようで•なるべくさ''!・やすい紡質にすべをである。この点各極形質のポットを比較する必要 

があろ,つぎ【て若林法であるが,1疋生の小苗を積何けるのであるから,木革による被覆と, 

盛史時の乾楚Hとの両方を老国する必要が冷,る。すたわち除荒削利用の地描えを行ない祥状 

(栗秋)造林法を懐用することが一法と回われ,こんごは允林方法のテスト冗诉点をあきたい。 

を坷 3功程は,現状ではI-分な帰木買で行な・ノていないので本恪的なテx卜が出来るとう

-2 2 9—

苗木の養诚を号えてわかえければならない”

(3)蛤送法

苗煩か・ら僭び地へつ輸送•危林地での小说我,:殳するコンテナー:・つテスト・［未だ:;】借的で 

左い。1I日:.号火の点か:',にブラスチ クキがよいが.な状?決定-テるふ姿刀;キ、る。戍ボール:: 

は降.抒とあ林地をひきづる沒損再Lやすい点で適当でない。小述ヨ作丈と祖合せたコンテナー 

の做討が必要でちる。

•4) 土擬作り

1hn当り3 5 0 〇〜4 0 ')リ塁用とすると,ボ,b(. ? 6 5 C C ?に笠する土戒は功1N 

となり,年間I 〇 〇万奉生複する苗畑では2 5 D淀分］中¥ 5 t>n式ンブ6 0台以上)の土 

,;4を必波とする。一方苗兩では 反・当たり3000kgの准史を使用しているから,5 haの苗床 

而積をもつ苗瀏では!5 0 conの土う作りをL・ているといえる。M記!〇 〇莒本分の七蛔 

2 5 0 wO±-Jht^2 〇〇 tonであるから,この点・多少の努力Kより土攻作りの問題以解 

決しそうであるU
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